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任務につきました。

踏み出した新しい委員会

　

総
務
部
と
企
画
振
興
部
所
管
と
他
の
常
任
委

員
会
に
属
さ
な
い
案
件
を
担
当
し
ま
す
。

　

委
員
６
人
中
４
人
が
１
期
生
と
い
う
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
委
員
会
で
す
。

　

予
算
、
決
算
の
審
査
が
最
も
重
要
な
仕
事
で

あ
り
ま
す
の
で
、
全
員
で
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
・
教
育
・
福
祉
全
般
の
事
業
を
、
審
査
・

調
査
し
ま
す
。
町
民
が
、
健
康
で
文
化
的
な
、
安

心
で
き
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

常
任
委
員
な
ど
を
選
任

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

○
饗
庭 

敦
子

　

分
部 

和
弘

　

安
部　

都

　

堤　

理
志

◎
佐
藤　

昇

　

安
藤 

克
彦

○
川
井 

哲
雄

　

内
村 

博
法

　

西
田　

敏

　

森　

謙
二

◎
河
野 

龍
二

　

岩
永 

政
則

総務常任委員会

文教厚生委員会
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改革真っただ中
4月30日に開かれた25年第1回臨時会でそれぞれの所属委員が選任され

 

都
市
計
画
事
業
、
道
路
維
持
管
理
、
農
林
水

産
事
業
、
上
下
水
道
事
業
な
ど
担
当
し
ま
す
。

　

町
民
の
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
と
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

高
め
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　議会の運営に関することや議会の規則に関する

こと、議長の諮問に関することなどを所管してい

ます。新メンバーで、これからの２年間努力して

まいります。

　議会だよりを年に４回（定例会後）発行してい

ます。町民に、議会の活動が見えるように、わか

りやすい記事の書き方など、広報編集技術の向上

を学び、編集を行ってまいります。発行を楽しみ

にしてください。

◎
山
口 

憲
一
郎

　

竹
中　

悟

　

喜
々
津 
英
世

　

金
子　

恵

○
西
岡 

克
之

　

吉
岡 

清
彦

◎
饗
庭 

敦
子

　

川
井 

哲
雄

　

喜
々
津 

英
世

　

森　

謙
二

○
堤　

理
志

　

金
子　

恵

○
安
部　

都

　

山
口 

憲
一
郎

　

岩
永 

政
則

　
　

 

（
副
議
長
）

　

佐
藤　

昇

◎
金
子　

恵

　

山
口 

経
正

　
　
　

 

（
議
長
）

　

河
野 

龍
二

　

西
田　

敏

建設産業常任委員会

議会広報調査特別委員会 議会運営委員会
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郷 土 芸 能 大 会
住宅性能向上リフォーム補助 など審議 可決

全会一
致

25年度一般会計補正予算

　

25
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
、
８
議
案
を
審
議
し
可
決
。
請
願
１
件
と
意
見
書
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
約
２
４
0
0
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
約
１
１
２

億
３
８
0
0
万
円
と
な
り
ま
す
。
主
な
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
長
与
町
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
改
正

□
拡
げ
る
対
象
お
よ
び
改
正
点 

　

○
身
障
者
手
帳
３
級
所
持
者

　

○
療
育
手
帳
B₁
所
持
者

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
適
用
と
な
る
75
歳
以
上
も
福
祉
医
療
制
度
の
対
象

　

○
精
神
障
害
者
の
手
帳
１
級
所
持
者
の
通
院
医
療
費

　

○
県
か
ら
の
助
成
率
を
３
分
の
２
か
ら
２
分
の
１
に
改
正

　

○
Ｄ
Ｖ
被
害
者

（
質
疑
応
答
）

■問　

条
例
の
改
正
に
至
っ
た
理
由
は
何
か
。

■答　

制
度
は
長
崎
県
の
福
祉
医
療
費
の
補
助
事
業
。
他
県
と
同
じ
制
度
の
対
象
者
に

近
づ
け
る
背
景
が
あ
る
。

■問　

助
成
率
３
分
の
２
を
２
分
の
１
に
変
更
し
た
理
由
は
何
か
。

■答　

制
度
の
対
象
者
を
拡
げ
る
た
め
。
助
成
率
は
下
が
っ
て
い
る
が
、
対
象
者
が
増

え
る
こ
と
で
対
象
者
に
は
利
益
が
あ
る
と
考
え
る
。

■問　

病
院
の
窓
口
で
３
割
を
負
担
し
た
後
の
手
続
き
は
ど
う
な
る
の
か
。

■答　

診
療
後
病
院
の
窓
口
で
３
割
を
払
っ
て
も
ら
い
、
医
療
機
関
か
ら
の
書
類
を
確

認
後
患
者
の
口
座
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
（
償
還
払
い
）。

■問　

長
与
町
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
、
別
の
自
治
体
に
住
ん
で
い

る
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

■答　

本
来
は
住
民
票
が
あ
る
自
治
体
で
の
申
請
に
な
る
。
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
住
民
票
を

移
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
避
難
し
た
場
合
は
、
避
難
先
の
自
治
体
で
の
申
請

に
な
る
。

■問　

施
行
日
が
10
月
１
日
の
理
由
は
何
か
。

■答　

県
の
補
助
事
業
の
施
行
が
10
月
１
日
か
ら
の
医
療
費
を
対
象
と
し
て
い
る
の

で
、
関
連
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
に
先
に
条
例
の
改
正
を
上
程
し
た
。

　

政
府
か
ら
、
地
方
公
務
員
の
給
与
を
国
家
公
務
員
に

準
じ
て
削
減
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
た
こ
と
に
応
じ
、

25
年
７
月
か
ら
26
年
３
月
末
ま
で
の
間
、
所
定
の
割
合

で
給
与
を
減
額
す
る
内
容
の
条
例
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
は
大
き
く
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
慎
重
に

審
議
し
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
金
９
１
１
万
円

　

住
宅
性
能
を
向
上
さ
せ
る
目
的
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
安
全
型
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
型
・
防
災
型
）
の
補
助
金
と
し
て
、
費
用
の
５
分
の
１
を
補

助
し
ま
す
。
補
助
上
限
額
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
及
び
安
全
型
は
20
万
円
。

省
エ
ネ
型
お
よ
び
防
災
型
は
30
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

従
来
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

郷
土
芸
能
大
会
運
営
委
託
料
２
８
９
万
円

　

町
民
文
化
祭
50
周
年
に
あ
わ
せ
て
、

11
月
３
日
に
長
与
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
る
郷
土
芸
能
大
会
委
託
料

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
３
３
４
万
円

　

ご
み
焼
却
施
設
建
設
に
伴
う
地
元
対
策

費
と
し
て
、
子
ど
も
龍
の
作
成
、
備
品
購

入
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

ペ
ー
ロ
ン
船
建
造
補
助
金
２
５
０
万
円

　

老
朽
化
に
伴
い
２
艇
が
建
造
さ
れ
、
一

部
補
助
金
と
し
て
長
与
町
ペ
ー
ロ
ン
保
存

会
に
補
助
さ
れ
ま
す
。

（平木場浮立）

（斉藤龍踊）

議論紛糾
町職員の給与削減 可決

可決

（賛成10反対８）

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
与
を
１
割
削
減
す
る

条
例
議
案
も
可
決
し
ま
し
た
。

（
賛
成
１６
反
対
２
）

職務の級
２級以下

３級から６級まで
７級

給料表

行政職給料表

割合
4.77％
7.77％
9.77％

・
交
付
税
削
減
で
給
与
削
減
を
求
め
る
の
は
地
方
の
自
主

性
、自
立
性
を
阻
害
す
る
も
の
だ
。

・
本
町
は
全
国
的
に
み
て
も
少
な
い
職
員
数
で
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
努
力
を
評
価
せ
ず
一
律
削
減

は
問
題
。デ
フ
レ
脱
却
の
政
府
の
方
針
に
も
反
す
る
。

・
防
災
事
業
を
加
算
す
る
と
の
理
由
だ
が
、住
民
の
命
と

安
全
の
予
算
を
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
の
取
引
き
に

使
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

・
労
働
基
本
権
が
制
限
さ
れ
て
い
る
公
務
員
の
給
与
は
、人

事
院
、人
事
委
員
会
の
勧
告
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
防
災
・
減
災
事
業
、地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
、地
方

公
務
員
の
給
与
削
減
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
り
理
解
で

き
る
。本
町
の
過
去
の
干
ば
つ
や
水
害
時
も
国
の
支
援
が

あ
っ
て
復
興
で
き
た
。被
災
地
支
援
に
理
解
を
示
す
こ
と

は
当
然
。

・
職
員
組
合
も
確
認
済
み
。反
対
す
る
理
由
は
な
い
。

・
正
論
ば
か
り
で
は
町
は
進
ま
な
い
。否
決
し
た
場
合
、財

政
的
、町
民
の
目
な
ど
、影
響
は
大
き
い
。

・
大
局
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。交
付
税
は
国
が

算
定
し
町
は
算
定
し
な
い
。仮
に
否
決
し
交
付
税
に
影

響
が
出
た
時
に
議
会
が
責
任
を
取
れ
る
の
か
。

賛成討論 反対討論

福
祉
医
療
の
対
象
者
を
拡
大

可決
全会一

致

可決
全会一

致国体に向け駐車場確保

西彼中央土地開発公社が所有する岡郷の
長与浄化センター横の土地を取得し、
国体に向け駐車場として使用するほか、
多目的に利用することになります。

■問　駐車場以外の使用は何か。
■答　交付金の関係で多目的広場としている。
フットサル・バスケットコートなどを
考えている。

取得金額

取得面積

1億8,700万円

9,658㎡
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郷 土 芸 能 大 会
住宅性能向上リフォーム補助 など審議 可決

全会一
致

25年度一般会計補正予算

　

25
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
、
８
議
案
を
審
議
し
可
決
。
請
願
１
件
と
意
見
書
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
約
２
４
0
0
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
約
１
１
２

億
３
８
0
0
万
円
と
な
り
ま
す
。
主
な
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
長
与
町
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
改
正

□
拡
げ
る
対
象
お
よ
び
改
正
点 

　

○
身
障
者
手
帳
３
級
所
持
者

　

○
療
育
手
帳
B₁
所
持
者

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
適
用
と
な
る
75
歳
以
上
も
福
祉
医
療
制
度
の
対
象

　

○
精
神
障
害
者
の
手
帳
１
級
所
持
者
の
通
院
医
療
費

　

○
県
か
ら
の
助
成
率
を
３
分
の
２
か
ら
２
分
の
１
に
改
正

　

○
Ｄ
Ｖ
被
害
者

（
質
疑
応
答
）

■問　

条
例
の
改
正
に
至
っ
た
理
由
は
何
か
。

■答　

制
度
は
長
崎
県
の
福
祉
医
療
費
の
補
助
事
業
。
他
県
と
同
じ
制
度
の
対
象
者
に

近
づ
け
る
背
景
が
あ
る
。

■問　

助
成
率
３
分
の
２
を
２
分
の
１
に
変
更
し
た
理
由
は
何
か
。

■答　

制
度
の
対
象
者
を
拡
げ
る
た
め
。
助
成
率
は
下
が
っ
て
い
る
が
、
対
象
者
が
増

え
る
こ
と
で
対
象
者
に
は
利
益
が
あ
る
と
考
え
る
。

■問　

病
院
の
窓
口
で
３
割
を
負
担
し
た
後
の
手
続
き
は
ど
う
な
る
の
か
。

■答　

診
療
後
病
院
の
窓
口
で
３
割
を
払
っ
て
も
ら
い
、
医
療
機
関
か
ら
の
書
類
を
確

認
後
患
者
の
口
座
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
（
償
還
払
い
）。

■問　

長
与
町
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
、
別
の
自
治
体
に
住
ん
で
い

る
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

■答　

本
来
は
住
民
票
が
あ
る
自
治
体
で
の
申
請
に
な
る
。
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
住
民
票
を

移
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
避
難
し
た
場
合
は
、
避
難
先
の
自
治
体
で
の
申
請

に
な
る
。

■問　

施
行
日
が
10
月
１
日
の
理
由
は
何
か
。

■答　

県
の
補
助
事
業
の
施
行
が
10
月
１
日
か
ら
の
医
療
費
を
対
象
と
し
て
い
る
の

で
、
関
連
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
に
先
に
条
例
の
改
正
を
上
程
し
た
。

　

政
府
か
ら
、
地
方
公
務
員
の
給
与
を
国
家
公
務
員
に

準
じ
て
削
減
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
た
こ
と
に
応
じ
、

25
年
７
月
か
ら
26
年
３
月
末
ま
で
の
間
、
所
定
の
割
合

で
給
与
を
減
額
す
る
内
容
の
条
例
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
は
大
き
く
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
慎
重
に

審
議
し
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
金
９
１
１
万
円

　

住
宅
性
能
を
向
上
さ
せ
る
目
的
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
安
全
型
・
省
エ
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ル
ギ
ー
型
・
防
災
型
）
の
補
助
金
と
し
て
、
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用
の
５
分
の
１
を
補

助
し
ま
す
。
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助
上
限
額
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バ
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型
及
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は
20
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円
と
な
り
ま
す
。

　

従
来
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

郷
土
芸
能
大
会
運
営
委
託
料
２
８
９
万
円

　

町
民
文
化
祭
50
周
年
に
あ
わ
せ
て
、

11
月
３
日
に
長
与
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
る
郷
土
芸
能
大
会
委
託
料

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
３
３
４
万
円

　

ご
み
焼
却
施
設
建
設
に
伴
う
地
元
対
策

費
と
し
て
、
子
ど
も
龍
の
作
成
、
備
品
購

入
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

ペ
ー
ロ
ン
船
建
造
補
助
金
２
５
０
万
円

　

老
朽
化
に
伴
い
２
艇
が
建
造
さ
れ
、
一

部
補
助
金
と
し
て
長
与
町
ペ
ー
ロ
ン
保
存

会
に
補
助
さ
れ
ま
す
。

（平木場浮立）

（斉藤龍踊）

議論紛糾
町職員の給与削減 可決

可決

（賛成10反対８）

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
与
を
１
割
削
減
す
る

条
例
議
案
も
可
決
し
ま
し
た
。

（
賛
成
１６
反
対
２
）

職務の級
２級以下

３級から６級まで
７級

給料表

行政職給料表

割合
4.77％
7.77％
9.77％

・
交
付
税
削
減
で
給
与
削
減
を
求
め
る
の
は
地
方
の
自
主

性
、自
立
性
を
阻
害
す
る
も
の
だ
。

・
本
町
は
全
国
的
に
み
て
も
少
な
い
職
員
数
で
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
努
力
を
評
価
せ
ず
一
律
削
減

は
問
題
。デ
フ
レ
脱
却
の
政
府
の
方
針
に
も
反
す
る
。

・
防
災
事
業
を
加
算
す
る
と
の
理
由
だ
が
、住
民
の
命
と

安
全
の
予
算
を
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
の
取
引
き
に

使
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

・
労
働
基
本
権
が
制
限
さ
れ
て
い
る
公
務
員
の
給
与
は
、人

事
院
、人
事
委
員
会
の
勧
告
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
防
災
・
減
災
事
業
、地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
、地
方

公
務
員
の
給
与
削
減
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
り
理
解
で

き
る
。本
町
の
過
去
の
干
ば
つ
や
水
害
時
も
国
の
支
援
が

あ
っ
て
復
興
で
き
た
。被
災
地
支
援
に
理
解
を
示
す
こ
と

は
当
然
。

・
職
員
組
合
も
確
認
済
み
。反
対
す
る
理
由
は
な
い
。

・
正
論
ば
か
り
で
は
町
は
進
ま
な
い
。否
決
し
た
場
合
、財

政
的
、町
民
の
目
な
ど
、影
響
は
大
き
い
。

・
大
局
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。交
付
税
は
国
が

算
定
し
町
は
算
定
し
な
い
。仮
に
否
決
し
交
付
税
に
影

響
が
出
た
時
に
議
会
が
責
任
を
取
れ
る
の
か
。

賛成討論 反対討論

福
祉
医
療
の
対
象
者
を
拡
大

可決
全会一

致

可決
全会一

致国体に向け駐車場確保

西彼中央土地開発公社が所有する岡郷の
長与浄化センター横の土地を取得し、
国体に向け駐車場として使用するほか、
多目的に利用することになります。

■問　駐車場以外の使用は何か。
■答　交付金の関係で多目的広場としている。
フットサル・バスケットコートなどを
考えている。

取得金額

取得面積

1億8,700万円

9,658㎡



一般質問の記事
　質問した議員が執筆したものです。
　原則として、原稿は、1000文字以内で要約したも
ので、原文を尊重して掲載しています。

会議録の閲覧
　一般質問の会議録は、長与町図書館、長与北部地
区多目的研修集会施設、高田地区公民館、上長与地
区公民館、長与町ホームページで閲覧できます。

一般質問
　質問の内容は事前通告制です。制限時間60分の
範囲内で一問一答で行われます。

一
般
質
問

一 般 質 問

岩永　政則  議員
①榎の鼻・まなび野土地区画整理事業（組合施工）について
②幹線道路の具体的な取り組みについて
③長与ニュータウン内の法面対策について

西岡　克之  議員
①長与町の教育政策について
②本町の福祉行政について

安部　都  議員
①少子化対策と子育て支援について
②風疹ウイルス感染の予防と対応策について

内村　博法  議員
①小・中学校等における給食アレルギー対策について
②長与・時津町間の国道２０７号線交通渋滞緩和対策について
③インターネット選挙運動解禁について

佐藤　昇  議員
①行政課題の進捗状況と今後の展開について
②使用料・手数料改正について
③自治基本条例制定について

饗庭　敦子  議員
①協働のまちづくりの推進について
②平成２４年度事務事業評価・施策評価結果について

吉岡　清彦  議員
①誠か、幸福度日本一の政策について
②長与ニュータウンにある公務員官舎について
③知的障害児童の支援充実対策を図れについて

河野　龍二  議員
①学童保育の課題について
②負担軽減を図る福祉事業の取り組みについて
③交通環境の整備について

金子　恵  議員
①小型家電リサイクル法施行に伴う本町の対応について
②マニフェスト検証について

分部　和弘  議員 
①若者の町外流出について
②安全安心な街づくりについて
③体罰について

堤　理志  議員
①平成２５年度施政方針について
②通学路の安全対策について

森　謙二  議員
①ボランティアの事故に対する補償について
②北小学校前の橋の建設について
③河川の工法について

竹中　悟  議員
①町長のリーダーシップについて

13
人
が
問
う

7P

8P

9P

10P

11P

12P

13P

14P

15P

16P

17P

18P

19P
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榎
の
鼻
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
着
々
と
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
事
業
の
概
要
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

施
工
者
は
、
区
画
整
理

組
合
。
土
地
所
有
者
は
６４
人
。
開

発
面
積
は
２２
・
６
㌶
。
宅
地
計
画

戸
数
は
３
０
０
戸
。

　

そ
の
う
ち
公
共
施
設
用
地
は

４
・
２
㌶
。
商
業
施
設
用
地
は

４
・
１
㌶
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

こ
の
開
発
地
内
へ
の
イ

オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
出
店
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
組
合
と
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
が
出
店
に
つ
い
て
交
渉
中
と

聞
い
て
い
る
。　

規
模
、
商
品
構

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

成
等
に
つ
い
て
は
報
告
を
受
け
て

い
な
い
。

　
　
　
　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
こ
の
事
業
地
内
の
土
地
を
、

町
が
一
定
の
面
積
を
購
入
す
る
よ

う
に
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

２３
年
度
に
組
合
か
ら
購

入
依
頼
が
あ
り
、
同
年
に
１
㌶
を

約
５
億
４
千
万
円
で
購
入
す
る
よ

う
回
答
し
て
い
る
。

　
　
　
　

債
務
負
担
行
為
な
ど
の

議
会
の
議
決
な
し
に
約
束
は
で
き

な
い
は
ず
で
あ
る
。
回
答
は
前
町

長
で
あ
る
が
、
町
長
の
考
え
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

当
然
、
議
会
の
議
決
な

し
に
は
契
約
で
き
な
い
わ
け
で
、

契
約
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

先
の
議
会
で
、
こ
の
土

地
に
「
前
町
長
は
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
と
図
書
館
な
ど
と
の
合
築

を
決
め
て
い
た
」
と
の
こ
と
が
議

会
だ
よ
り
に
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
町
長
は
聞
い
て
い
た
か
。

　
　
　
　

何
を
建
設
す
る
か
を
決

め
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
。
財
源
計
画
を
踏
ま
え
て
、
検

討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

役
場
前
か
ら
天
満
宮
踏

切
ま
で
の
西
高
田
線
は
、
３１
年
完

成
予
定
で
あ
る
。
こ
の
道
路
が
完

成
し
て
も
、
天
満
宮
踏
切
を
通
ら

な
い
よ
う
な
手
立
て
が
な
け
れ

ば
、
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
。
数
百

㍍
先
か
ら
県
道
に
ア
ン
ダ
ー
で
つ

な
ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

交
通
渋
滞
解
消
の
た
め

に
、
計
画
の
変
更
を
検
討
し
て
い

る
。
早
急
に
変
更
可
能
な
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
く
。

　
　
　
　

西
高
田
先
線
（
西
高
田

～
元
村
～
打
坂
）
ま
で
の
道
路
新

設
に
つ
い
て
、
新
た
に
時
津
町
・

長
崎
市
・
県
と
の
４
者
に
よ
る
協

議
会
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

こ
の
路
線
は
、
渋
滞
解

消
と
し
て
有
効
な
路
線
と
認
識
し

て
い
る
。
県
事
業
と
し
て
事
業
化

さ
れ
る
よ
う
、連
携
を
と
り
た
い
。

A
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

を
み
つ
け
て
い
く

Q
西
高
田
線
は
県
道
に

ア
ン
ダ
ー
接
続
を

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

長
与
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

法
面
は
、
数
十
年
経
過
し
法
面
全

体
に
草
木
が
繁
茂
し
、
危
険
で
は

な
い
の
か
と
思
う
。
樹
木
、
草
類

の
伐
採
と
モ
ル
タ
ル
吹
き
付
け
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

今
後
も
定
期
的
な
点
検

と
清
掃
、
修
繕
を
行
い
た
い
。

A
定
期
的
に
点
検
す
る

Q
法
面
の
管
理
は

充
分
か

議
　
員

町
　
長

大丈夫？法面草木の除去を＝長与ニュータウン

榎の鼻地区計画図

一 般 質 問

A

Q
岩
いわ

永
なが

  政
まさ

則
のり

議員

榎の鼻区画整理内のイオン出店は
イオンタウン出店を現在交渉中
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県
教
委
で
体
罰
に
つ
い

て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
た

と
聞
く
が
、
本
町
教
育
行
政
で

は
、
こ
れ
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。

　
　
　
　

県
教
委
が
出
し
た
「
体

罰
の
根
絶
に
向
け
て
」
と
い
う
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
全
教
職
員
に
配
布

し
、
研
修
を
行
い
体
罰
根
絶
に
向

け
て
指
導
、
努
力
し
て
い
る
。

　
　
　
　

ク
ラ
ブ
活
動
の
顧
問
、

外
部
コ
ー
チ
に
は
ど
う
指
導
す
る

の
か
。

議
　
員

教
育
長

議
　
員

　
　
　
　

指
導
者
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
に
、
体
罰
禁
止
の
徹
底

や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
個
人
的
に

直
接
依
頼
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
　
　
　

給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
、
実
態
と
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

町
教
委
主
催
の
会
議
な

ど
で
の
情
報
交
換
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
、除
去
食
、代
替
食
、

弁
当
持
参
の
３
段
階
で
対
応
し
て

い
る
。

　
　
　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク

が
出
た
と
き
に
症
状
を
緩
和
す
る

処
置
に
、
エ
ピ
ペ
ン
と
い
う
医
薬

品
が
あ
る
が
、
携
帯
し
て
い
る
児

童
が
い
る
か
。

　
　
　
　

エ
ピ
ペ
ン
携
帯
児
童
は

い
る
が
、適
正
に
管
理
し
て
い
る
。

　
　
　
　

今
後
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
調
理
場
な

ど
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
　

対
応
す
る
方
向
だ
。

教
育
長

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

定
員
を
は
る
か
に
超
え
て
運
営
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
は
分
割
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　
　

長
与
ま
る
た
ん
ぼ
ク
ラ

ブ
は
１
０
３
人
で
あ
り
定
員
を
は

る
か
に
超
え
て
い
る
。
改
善
に
む

け
て
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
踏
ま
え

分
割
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

ま
る
た
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
に
分
割
に
向

け
て
動
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

国
の
方
向
性
が
、
２７

年
に
出
る
の
で
そ
の
時
の
計
画
に

対
応
す
る
。

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
は
劣
悪
な

状
態
を
あ
と
２
年
続
け
る
の
か
。

早
急
に
分
割
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

適
地
が
あ
れ
ば
分
割
す

る
。

　
　
　
　

ま
き
の
き
ク
ラ
ブ
は
商

店
街
に
分
割
し
た
。
商
店
街
に
空

き
店
舗
が
あ
る
。
そ
こ
を
利
用
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

移
設
に
は
条
件

A
多
い
と
こ
ろ
は
分
割

に
向
け
努
力
す
る

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

定
員
は
適
正
か

議
　
員

町
　
長

議
　
員

福
祉
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

生
活
福
祉
部
長

が
あ
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件

を
ふ
ま
え
て
判
断
す
る
。

　
　
　
　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予

防
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
か
な
り
予

防
が
で
き
る
と
検
証
さ
れ
て
い

る
。
現
実
、
国
内
の
４
割
の
自
治

体
が
予
防
に
向
け
て
補
助
を
し
て

い
る
。
県
内
で
も
実
施
し
て
い
る

自
治
体
が
複
数
あ
る
。
本
町
で
も

予
防
医
療
の
観
点
か
ら
、
ワ
ク
チ

ン
注
射
に
補
助
を
す
る
考
え
が
な

い
か
。

　
　
　
　

実
施
に
向
け
努
力
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
に
補
助
を

議
　
員

町
　
長

一日約 1300 食を作る共同調理場

高齢者に肺炎予防注射を

一 般 質 問

A

Q
西
にし

岡
おか

  克
かつ

之
ゆき

議員

給食アレルギー対策は万全か
緻密な計画で対応している
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全
国
の
風
疹
患
者
数
が

累
計
５
千
人
を
超
え
た
。
本
県
の

新
規
患
者
は
８
人
発
症
し
た
。
こ

れ
か
ら
感
染
拡
大
も
懸
念
さ
れ
る

が
、
町
で
の
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
公

的
補
助
の
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

現
状
で
の
公
的
補
助
の

考
え
は
な
い
。

　
　
　
　

妊
娠
中
感
染
す
る
と
、

胎
児
が
心
臓
疾
患
や
白
内
障
を
発

症
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ワ
ク
チ

ン
は
、
１
本
１
万
円
と
非
常
に
高

額
な
も
の
だ
。
半
額
で
も
補
助
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

西
彼
保
健
所
管

内
で
も
発
症
は
し
て
い
な
い
の

で
、
今
の
状
況
で
の
補
助
は
考
え

て
い
な
い
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

健
康
保
険
課
長

　
　
　
　

感
染
し
て
か
ら
で
は
遅

い
。
県
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

県
は
公
的
補
助
の
考
え

は
な
い
。
数
日
前
に
壱
岐
市
が
、

補
助
を
開
始
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　

風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
未
接

種
者
へ
の
対
応
と
住
民
へ
の
周
知

徹
底
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　

特
に
妊
婦
へ
の
感
染
を

抑
制
す
る
た
め
に
婚
姻
届
提
出
時

に
「
風
疹
の
感
染
対
策
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
」
を
配
布
し
、
妊
娠
前
の
受

診
勧
奨
を
行
な
っ
て
い
る
。
定
期

予
防
接
種
の
対
象
者
に
は
、
個
別

指
導
を
行
い
、
乳
幼
児
健
診
、
就

学
前
健
診
な
ど
の
機
会
に
、
予
防

接
種
の
重
要
性
を
説
明
し
て
い

議
　
員

課
　
長

議
　
員

町
　
長

る
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
予
防
接
種
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　
　
　
　

少
子
化
対
策
の
一
助
と

し
て
保
育
料
の
負
担
軽
減
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

子
育
て
世
代
の
財
政
的

負
担
軽
減
の
た
め
、
４
月
か
ら
低

所
得
者
層
を
重
点
的
に
保
育
料
の

見
直
し
を
行
な
っ
た
。

　
　
　
　

今
年
度
か
ら
「
私
立
幼

稚
園
預
か
り
保
育
事
業
」
で
保
育

利
用
料
の
一
部
補
助
を
実
施
す
る

が
、
受
け
皿
は
ど
の
く
ら
い
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

約
１
０
０
人
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
　
　
　

今
後
、
榎
の
鼻
地
区
の

宅
地
造
成
に
よ
り
、
子
ど
も
数
も

増
え
る
と
思
う
が
、
対
応
策
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

具
体
的
な
対
応
策
は
で

き
て
い
な
い
。
今
後
、
ニ
ー
ズ
調

A
４
月
か
ら
保
育
料
の

見
直
し
を
実
施

Q
保
育
料
負
担
軽
減
の

検
討
は
ど
う
か

議
　
員

町
　
長

議
　
員

福
祉
課
長

待
機
児
童
対
策
は

議
　
員

町
　
長

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
保
育
定
数

を
検
討
し
対
応
策
を
決
め
て
い
く
。

　
　
　
　
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の

導
入
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
町
の

関
わ
り
と
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

今
の
と
こ
ろ
、
積
極
的

な
働
き
か
け
は
し
て
い
な
い
。
今

後
、
幼
稚
園
に
よ
る
「
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
」
へ
の
移
行
が

考
え
ら
れ
る
。
町
の
支
出
す
る
財

政
的
負
担
は
、増
加
す
る
と
思
う
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
に
「
認
定
こ

ど
も
園
」
の
申
請
は
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　

申
請
は
な
い
が
、
１

園
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

高
田
保
育
所
の
職
員
数

は
足
り
て
い
る
の
か
。
今
後
、
増

員
の
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

保
育
所
で
は
、
法
で
規

定
さ
れ
た
設
備
・
人
員
等
の
基
準

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
増
員
の

考
え
は
な
い
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

福
祉
課
長

議
　
員

町
　
長

ストップ風疹！ 公的助成をお願いしま〜す
厚生労働省ホームページより

少子化対策に貢献してるかな〜

一 般 質 問

A

Q
　安

あ

部
べ

  　都
みやこ

　
議員

風疹ワクチンの公的補助を
現時点での公的補助の考えはない
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昨
年
、
東
京
都
調
布
市

の
小
学
校
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
有
す
る
児
童
が
学
校
給
食
終
了

後
、
亡
く
な
る
と
い
う
事
故
が
起

き
た
。
本
町
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
有
す
る
児
童
生
徒
の
実
態
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有

す
る
児
童
生
徒
の
う
ち
、
医
師
の

「
食
事
指
導
指
示
書
」
と
い
う
診

断
書
に
基
づ
き
、
摂
取
制
限
を
要

す
る
子
ど
も
が
小
学
生
で
５２
人
、

中
学
生
で
９
人
い
る
。
そ
の
中
で

エ
ピ
ペ
ン
を
常
備
し
て
い
る
子
ど

も
は
２
人
で
あ
る
。

　
　
　
　

本
町
の
給
食
ア
レ
ル
ギ

ー
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

①
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
し
て
は
牛
乳
を
ス
ト
ッ
プ
し
、

各
自
が
自
宅
か
ら
お
茶
を
持
参
し

て
い
る
。
②
牛
乳
以
外
の
給
食
の

対
応
は
ア
レ
ル
ギ
ー
食
物
の
除
去

食
、
代
替
食
、
弁
当
持
参
と
い
っ

た
３
段
階
で
の
対
応
を
取
っ
て
い

る
。
ど
の
対
応
で
い
く
か
の
判
断

は
医
師
の
診
断
書
に
基
づ
き
、
あ

ら
か
じ
め
配
布
し
て
い
る
給
食
献

立
表
を
保
護
者
や
栄
養
教
諭
、
学

校
栄
養
職
員
が
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
決
め
て
い
る
。
③
ア
レ
ル
ギ
ー

議
　
員

教
育
長

議
　
員

教
育
長

対
応
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
定
期
的
な
校
内
研
修
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

利
用
に
よ
る
選
挙
運
動
が
解
禁
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
手
段
を
使
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　

候
補
者
・
政
党
等
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
お
よ
び
電
子
メ

ー
ル
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
可

能
と
な
る
。
一
般
有
権
者
も
、
ウ

A
周
知
・
啓
発
が
重
要

で
あ
る

Q
ど
う
進
め
る
ネ
ッ
ト

選
挙
運
動
解
禁

議
　
員

町
　
長

ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
利
用
し
た
選
挙

運
動
が
可
能
と
な
る
が
、
電
子
メ

ー
ル
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
選
挙
運
動
に
つ
い
て
は
、

他
人
が
政
党
・
候
補
者
を
装
う

「
な
り
す
ま
し
」や「
誹
謗
中
傷
」

の
悪
質
な
行
為
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

こ
れ
ら
の
行
為
は
刑
事

罰
等
の
対
象
に
も
な
り
得
る
悪
質

な
行
為
と
い
え
る
。
す
べ
て
の
情

報
発
信
者
に
対
す
る
連
絡
先
情
報

の
義
務
付
け
な
ど
が
法
律
で
整
備

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
選
挙
運

動
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め

る
た
め
の
周
知
・
啓
発
が
重
要
と

議
　
員

町
　
長

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
町
が
執
行

す
る
選
挙
で
は
、
候
補
者
が
届
け

出
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、

告
示
、
報
道
機
関
へ
の
情
報
提

供
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

な
ど
に
よ
り
、
候
補
者
の
公
式
な

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
公

表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

長
与
・
時
津
町
間
の
国

道
の
交
通
渋
滞
緩
和
対
策
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

現
在
、
時
津
町
側
に
お

い
て
県
が
歩
道
整
備
に
主
眼
を
お

い
た
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事

業
」
を
１９
年
か
ら
２５
年
の
計
画
で

実
施
中
で
あ
る
。
渋
滞
の
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
イ
オ
ン

時
津
店
へ
の
入
り
口
付
近
で
あ

り
、
事
業
の
完
成
に
よ
り
右
折
帯

等
が
確
保
で
き
、
少
し
は
緩
和
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。
早
期
整
備
に

向
け
て
引
き
続
き
県
へ
要
望
し
て

い
き
た
い
。

A
早
期
整
備
に
向
け
て

県
に
要
望
す
る

Q
長
与
・
時
津
町
間
の

渋
滞
を
緩
和
せ
よ

議
　
員

町
　
長

給食アレルギー対策は
上記ガイドラインで実施中

一 般 質 問

A

Q
内
うち

村
むら

  博
ひろ

法
のり

議員

どうする給食アレルギー対策
ガイドラインを作成し、実施中
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コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構

想
推
進
委
員
会
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
、

公
共
施
設
の
適
正
配
置
、
公
共
交

通
体
系
の
充
実
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
の
４
項
目
が
大
き
な

柱
で
あ
る
。
２
回
目
の
会
議
を
５

月
３１
日
に
開
催
し
た
。
現
地
視
察

を
行
い
、
報
告
書
、
計
画
書
な
ど

の
資
料
を
も
と
に
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　

図
書
館
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
先
行
し
て
検
討
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

メ
イ
ン
に
な
る

案
件
で
あ
る
。
５
カ
所
の
候
補
地

を
現
地
調
査
し
、
優
先
順
位
を
高

め
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　

本
年
度
は
５
回
分
の
会

議
を
開
く
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

５
回
で
あ
る
が
、
進

捗
状
況
に
よ
っ
て
は
増
え
る
こ
と

も
あ
る
。

　
　
　
　

会
議
時
間
を
３
時
間
と

す
る
と
、
１
案
件
の
協
議
時
間
は

45
分
で
あ
る
。
５
回
目
の
会
議
は

議
　
員

町
　
長

議
　
員

企
画
振
興
部
長

審
議
時
間
は

議
　
員

企
画
課
長

議
　
員

ま
と
め
に
な
る
の
で
、
実
質
あ
と

３
回
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
短
時

間
で
重
要
案
件
が
ま
と
ま
る
の
か
。

　
　
　
　

事
務
局
で
資
料
を
提
示

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
も
し
長

引
く
な
ら
仕
方
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　

10
人
の
委
員
が
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
が
あ
る
。
し

か
し
、
専
門
以
外
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
人
も
い
る
。
そ
う
い
う
中
で

会
議
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

４
つ
の
項
目
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
つ
ぶ
し

て
い
き
な
が
ら
全
体
の
整
合
性
を

と
っ
て
い
く
。
委
員
長
は
、
全
体

が
わ
か
る
人
に
就
任
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

町
　
長

議
　
員

企
画
振
興
部
長

　
　
　
　

委
員
会
の
結
論
に
対

し
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　

純
粋
に
町
づ
く
り
を
検

討
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
結
果
は

尊
重
す
る
が
、
財
政
面
な
ど
も
あ

る
の
で
、
内
部
で
再
度
協
議
し
判

断
し
て
い
く
。

　
　
　
　

使
用
料
・
手
数
料
に
つ

い
て
は
18
年
か
ら
検
討
し
て
い
る

が
、
改
正
に
至
っ
て
い
な
い
。
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

経
済
状
況
に
留
意
し
、

消
費
税
改
正
時
期
な
ど
に
判
断
し

て
い
く
。

　
　
　
　

消
費
税
に
つ
い
て
は
、

表
示
す
る
義
務
は
あ
る
が
、
納
税

す
る
義
務
は
な
く
収
入
に
な
る
。

税
率
ア
ッ
プ
時
に
改
正
す
る
の

は
、姑
息
な
方
法
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

案
件
ご
と
に
各
課
で
精

査
し
て
い
る
の
で
、
理
解
し
て
ほ

し
い
。

結
論
に
対
し
て
は

議
　
員

町
　
長

A
消
費
税
改
正
時
期
を

考
え
て
い
る

Q
い
つ
改
正
す
る
使
用

料
・
手
数
料

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

自
治
基
本
条
例
は
、
町

の
条
例
の
中
で
最
高
規
範
の
も
の

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
も
の
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
制
定

に
向
け
て
検
討
中
で
あ
り
、
ま
も

な
く
制
定
さ
れ
る
。
自
治
基
本
条

例
も
制
定
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
　
　

行
政
主
体
で
つ
く
る
も

の
で
は
な
く
、
住
民
自
ら
つ
く
り

上
げ
た
も
の
が
理
想
的
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。
今
後
、
研
究

す
る
。

A
今
後
研
究
す
る

Q
制
定
せ
よ
自
治
基
本

条
例

議
　
員

町
　
長

新しい図書館はどこにできるのかな

一 般 質 問

A

Q
　佐

さ

藤
とう

  　昇
のぼる

　
議員

短かすぎないか審議時間
進捗状況によって対応する
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
政

策
の
実
施
状
況
、
具
体
的
な
成
果

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
「
長
与
町
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
方
針
」
を
策
定
し
検

討
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
学
生

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
促
し

町
の
活
性
化
に
努
め
た
。

　
　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
を
定
め
て
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

広
範
囲
に
渡
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
は
検
討
し
て
い

な
い
。

　
　
　
　

条
例
を
制
定
し
て
い
る

自
治
体
は
増
え
て
い
る
の
で
ぜ
ひ

検
討
し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
中
で

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
が
あ
る
が
、
町
で
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　
　
　

推
進
組
織
を
立
ち
上

げ
、
研
究
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

町
内
各
種
団
体
等
に
よ

る
推
進
組
織
立
ち
上
げ
の
内
容
は

ど
う
か
。

　
　
　
　

学
識
者
、
自
治
組
織
、

町
民
活
動
団
体
、
事
業
者
、
公
募

者
、
行
政
か
ら
20
～
30
人
程
度
で

立
ち
上
げ
る
。

　
　
　
　

自
治
会
の
加
入
率
が
低

下
し
て
い
る
が
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

企
画
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

　
　
　
　

加
入
促
進
月
間
を
設
定

し
、
加
入
チ
ラ
シ
の
新
聞
折
り
込

み
等
啓
発
促
進
、
転
入
者
情
報
の

提
供
な
ど
、
加
入
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
　
　

広
報
な
が
よ
等
を
全
戸

配
布
し
情
報
を
提
供
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

全
戸
配
布
も
含
め
て
、

自
治
会
加
入
促
進
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　
　

町
民
提
案
事
業
に
つ
い

て
は
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
か
。

　
　
　
　

今
年
度
は
「
ま
ち
づ
く

り
提
案
箱
」
を
６
カ
所
設
置
予
定

で
あ
る
。

　
　
　
　

効
果
的
な
協
働
ま
ち
づ

く
り
推
進
を
図
る
施
策
と
し
て
の

I
※

C
T
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　
　

情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

中
で
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

ア
プ
リ
を
使
っ
て
住
民

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
落
書
き
、

道
路
の
陥
没
な
ど
情
報
を
共
有
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　
　
　
　

情
報
化
計
画
の
中

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

一
歩
進
ん
だ
取
組
を

議
　
員

企
画
課
長

で
、
人
と
人
、
行
政
と
住
民
の
つ

な
が
り
を
目
指
し
て
地
域
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

施
策
評
価
に
お
い
て

「
遅
れ
て
い
る
」
が
多
い
が
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
　
　

初
年
度
に
つ
い
て
は
業

務
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、

５
年
後
に
達
成
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
む
。

　
　
　
　

初
年
度
か
ら
遅
れ
て
い

る
と
５
年
後
に
達
成
で
き
な
い
の

A
５
年
後
達
成
で
き
る

よ
う
に
取
組
む

Q
施
策
評
価
の
目
標
は

達
成
で
き
る
か

議
　
員

町
　
長

議
　
員

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

毎
年
の
評
価
の
見
直

し
で
、強
化
し
て
達
成
し
て
い
く
。

　
　
　
　

７
年
経
過
し
て
い
る
の

で
、
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

外
部
評
価
を
考
え
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
一
次
評
価
を
重

視
し
て
い
る
が
今
後
研
究
し
て
い

く
。

　
　
　
　

行
政
感
覚
の
評
価
だ
け

で
は
な
く
、
住
民
の
感
覚
や
目
線

を
持
っ
て
評
価
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

目
標
達
成
で
き
る
よ
う

に
調
査
を
し
て
い
る
が
、
難
し
い

と
き
は
外
部
評
価
も
考
え
て
い
く
。

企
画
課
長

議
　
員

課
　
長

議
　
員

町
　
長

※ICT：�情報・通信に関連する�
技術一般の総称

外部評価を早く取り入れよ！

一 般 質 問

A

Q
饗
あい

庭
ば

  敦
あつ

子
こ

議員

どう取り組む協働のまちづくり
推進組織を立ち上げ先進地に学ぶ
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素
人
で
あ
れ
期
待
と
未

来
を
託
さ
れ
た
町
長
で
あ
る
が
、

6
月
議
会
、
12
月
議
会
を
見
て
い

る
と
、
心
か
ら
町
民
の
こ
と
を
思

い
、
あ
る
い
は
町
民
の
幸
福
を
願

っ
て
い
る
の
か
疑
問
を
感
じ
る
。

た
だ
単
に
町
長
に
な
り
た
い
だ
け

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
幸
福
度
日

本
一
を
掲
げ
た
住
民
に
対
す
る
思

い
や
り
の
心
構
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
「
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
幸
福
度
日
本
一

の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
全
身
全

霊
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

何
を
「
幸
せ
」
と
感
じ
る
か
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、
町
政
の
究

極
の
目
標
は
幸
福
度
の
向
上
で
あ

る
。「
若
い
方
々
に
数
多
く
住
ん

で
も
ら
う
た
め
に
は
」「
高
齢
者

が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
せ
る

た
め
に
は
」「
長
与
町
の
魅
力
を

さ
ら
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に

は
」
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
、

常
に
念
頭
に
置
い
て
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　

私
は
、
月
1
回
の
拠
点

回
収
制
度
は
住
民
に
負
担
を
か
け

て
い
る
の
で
、
近
く
に
あ
る
ご
み

議
　
員

町
　
長

全
て
拠
点
回
収
せ
よ

議
　
員

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
取
り
組
む
べ
き

と
言
っ
て
き
た
が
、
町
長
は
、
12

月
議
会
で「
住
民
も
喜
ん
で
い
る
。

ま
た
、
循
環
型
社
会
の
形
成
上
か

ら
も
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い

た
。
特
に
町
長
選
に
立
候
補
す
る

に
あ
た
り
意
を
強
く
し
た
。
よ
っ

て
今
後
も
続
け
て
い
く
」
と
発
言

し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
て
回
収
し
て
い
る
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

も
、
月
1
回
の
拠
点
回
収
制
度
に

取
り
入
れ
た
ら
、
よ
り
す
ば
ら
し

い
効
果
が
出
る
と
思
う
が
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

拠
点
回
収
制
度
は
地
球

温
暖
化
対
策
を
始
め
、
環
境
面
の

観
点
、
住
民
と
の
協
働
の
観
点
か

ら
も
有
用
で
あ
る
の
で
、
当
面
の

間
、
現
在
の
回
収
方
法
お
よ
び
品

目
で
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　
　

今
後
の
ご
み
回
収
大
計

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

熱
回
収
施
設
稼
働
に
向

け
て
、
長
与
・
時
津
環
境
施
設
組

合
と
長
与
・
時
津
両
町
に
お
い
て

協
議
中
で
あ
る
。

　
　
　
　

長
与
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

公
務
員
官
舎
の
撤
退
・
撤
去
は
い

つ
か
。
ま
た
そ
の
後
の
国
の
利
用

の
考
え
は
何
か
。

　
　
　
　

1
棟
・
2
棟
は
26
年
7

月
末
ま
で
に
入
居
者
の
退
去
が
終

わ
り
、
そ
の
後
現
況
で
売
却
の
予

定
で
あ
る
。

　
　
　
　

町
で
購
入
し
て
、
地
域

の
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　
　

町
で
購
入
し
て
利
用
す

る
考
え
は
な
い
。

町
　
長

議
　
員

町
　
長

A
町
で
購
入
し
活
用
す

る
考
え
は
な
い

Q
Nニ

ュ
ー
タ
ウ
ンT
官
舎
を
地
域
福

祉
に
活
用
せ
よ

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

知
的
障
害
児
童
の
支
援

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

長
崎
市
・
西
海
市
・
時

津
町
・
長
与
町
の
2
市
2
町
で
の

長
崎
圏
域
で
、
協
力
体
制
の
強
化

に
努
め
、
制
度
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

A
他
自
治
体
と
協
力
し

制
度
充
実
を
図
る

Q
知
的
障
害
児
童
の
支

援
充
実
を
図
れ

議
　
員

町
　
長

放課後等デイサービス「くれよん」での様子

すばらしき拠点回収へ移行してみたら

一 般 質 問

A

Q
吉
よし

岡
おか

  清
きよ

彦
ひこ

議員

誠の心か幸福度日本一の政策
全身全霊で取り組んでいる
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学
童
保
育
の
需
要
は
増

え
続
け
て
い
る
。
本
町
の
学
童
保

育
も
、
１
０
０
人
を
超
え
る
ク
ラ

ブ
が
あ
る
。
早
急
な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、
ク
ラ
ブ
の
分
割
・
新
設
の
協

議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

現
状
で
も
登
録
児
童
が

多
く
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
実

態
が
あ
る
が
、
今
年
度
中
に
解
決

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

長
与
小
校
区
は
今
後
も

増
え
る
予
測
が
あ
る
の
で
、
解
決

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
　
　
　

学
童
保
育
の
要
望
は
、

解
体
さ
れ
る
旧
長
与
小
跡
地
の
利

用
を
望
ん
で
い
る
が
利
用
で
き
な

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

い
か
。

　
　
　
　

新
校
舎
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

狭
く
、
跡
地
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
活
用
す
る
の
で
困
難
。

　
　
　
　

学
童
ク
ラ
ブ
の
意
向
も

聞
い
て
、
調
査
の
対
象
の
一
つ
と

し
て
協
議
し
て
ほ
し
い
が
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　

協
議
で
き
る
か
検
討
し

た
い
。

　
　
　
　

介
護
保
険
で
利
用
者
の

体
に
直
接
触
れ
る
用
具
は
、
特
定

福
祉
用
具
と
し
て
購
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
高
額
な
も
の
は

10
万
円
を
超
え
る
。
購
入
の
と

き
、
全
額
支
払
い
そ
の
後
９
割
が

戻
る
が
、
一
度
に
多
額
の
お
金
を

用
意
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
県

下
で
も
、
受

※

領
委
任
払
い
が
で
き

る
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
の
で
、
本
町
で
も
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

受
領
委
任
払
い
の
メ
リ

ッ
ト
は
、
利
用
者
が
商
品
代
金
の

１
割
で
済
む
こ
と
で
あ
る
。
販
売

教
育
長

議
　
員

町
　
長

A
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く

Q
介
護
保
険
の
用
具
購

入
を
委
任
払
い
に

議
　
員

町
　
長

業
者
が
全
額
す
ぐ
に
受
領
で
き
な

い
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
事

業
者
と
も
協
議
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

す
で
に
長
崎
市
で
も
利

用
さ
れ
、
販
売
業
者
も
対
応
し
て

い
る
。
す
ぐ
に
で
も
可
能
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

導
入
す
る
考
え

だ
が
、
協
議
は
必
要
と
思
う
。

　
　
　
　

低
所
得
者
の
医
療
費
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
国
保
法

第
44
条
で
は
、
一
部
負
担
金
の
減

免
が
で
き
る
。
本
町
に
は
適
用
で

き
る
条
例
や
要
綱
が
な
い
た
め
、

利
用
で
き
な
い
。
対
応
で
き
る
よ

う
な
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

44
条
の
適
用
は
、
被
保

険
者
間
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に

な
る
の
で
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

県
下
で
も
複
数
の
自
治

体
が
適
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
全
国
で
も
半
数
以
上
の
自
治

体
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

議
　
員

介
護
保
険
課
長

法
44
条
の
適
用
を

議
　
員

町
　
長

議
　
員

生
活
福
祉
部
長

　
　
　
　

東
高
田
自
治
会
内
の
道

路
の
路
面
が
悪
く
、
水
が
た
ま
り

歩
行
も
困
難
で
あ
る
。
前
回
も
質

問
し
た
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

早
急
な
対
応
が
必
要
だ
が
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

す
ぐ
に
で
も
対
応
し

て
い
き
た
い
。

A
す
ぐ
に
改
修
す
る
予

定

Q
東
高
田
地
域
の
道
路

改
修
を
急
げ

議
　
員

建
設
部
長

※
受
領
委
任
払
い
方
式

介
護
保
険
対
象
の
福
祉
用
具
購
入
時
、

自
己
負
担
分
（
１
割
）
の
金
額
の
み
事

業
者
に
支
払
う
。
残
り
の
９
割
分
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
が
事
業
者
に
支
払
う

制
度

償
還
払
い
は
一
端
全
額
支
払
っ
た
後
、

本
人
が
自
治
体
か
ら
給
付
分
（
９
割
）

を
戻
し
て
も
ら
う
方
法

おやつを食べるスペースがない

水たまりでたいへん

一 般 質 問

A

Q
河
かわ

野
の

  龍
たつ

二
じ

議員

過密な学童保育の解消を
調査し協議していきたい
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昨
年
4
月
12
日
長
与
町

長
選
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
型
公
開
討
論
会
か
ら
、
1

年
2
カ
月
が
経
過
し
た
。
提
出
さ

れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
町
の
計
画

と
し
て
立
案
し
、
ど
う
実
施
し
て

い
く
の
か
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

重
要
施
策
に
「
商
店
街
の
活
性

化
」
を
掲
げ
て
い
る
。
商
店
街
活

性
化
と
高
齢
者
に
憩
い
の
場
を
提

供
す
る
た
め
活
動
す
る
住
民
も
い

る
。
行
政
の
支
援
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

榎
の
鼻
に
で
き
る
商
業

地
と
の
道
を
つ
く
り
、
活
性
化
を

図
り
た
い
。
住
民
か
ら
の
企
画
等

が
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

文
化
ホ
ー
ル
の
活
用

に
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

揚
げ
て
い
る
が
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

調
査
し
て
い
る
。
教
育
・

文
化
の
町
で
あ
る
こ
と
も
考
え
、

じ
っ
く
り
と
、
か
つ
大
胆
に
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
考

え
る
と
か
た
く
な
に
実
現
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
見

て
変
更
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

る
。
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
す

る
た
め
に
も
、
改
善
す
る
項
目
が

出
て
き
た
の
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

財
源
・
制
度
に
よ
り
実

行
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る

が
、
時
代
に
合
わ
せ
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ
る
。
優
先

順
位
を
つ
け
て
や
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

施
政
方
針
に
「
こ
ん
な

町
に
し
た
い
」
と
い
う
町
長
の
強

い
思
い
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
哲
学

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
町
民
は
す
ぐ

の
判
断
力
と
、
今
後
の
実
行
力
に

期
待
し
て
い
る
。
残
り
任
期
約
３

年
、
目
指
す
「
長
与
町
の
ビ
ジ
ョ

ン
」
へ
の
意
気
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

全
身
全
霊
で
、
良
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
施
策
を
行
っ

て
い
く
。

町
　
長

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証
大

会
の
意
義
は
、
多
く
の
町
民
の
理

解
と
賛
同
を
得
る
も
の
と
確
信
し

て
い
る
。
２
年
目
の
成
果
を
示
し

て
も
ら
い
た
い
。
検
証
大
会
に
は

出
席
す
る
の
か
。

　
　
　
　

現
段
階
で
決
め
る
こ
と

で
は
な
い
が
、
各
議
員
の
質
問
に

答
え
る
こ
と
で
、
検
証
で
き
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら

も
、
誠
実
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

検
証
大
会
出
席
は

議
　
員

町
　
長

A
環
境
改
善
効
果
の
た

め
に
研
究
す
る

Q
リ
サ
イ
ク
ル
で
環
境

問
題
に
取
組
め

議
　
員

法
施
行
後
の
本
町
の
回
収
の
現
状

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

不
燃
ご
み
の
中

か
ら
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
方
式
に
よ

り
回
収
し
て
い
る
。

　
　
　
　

回
収
後
、
個
人
情
報
に

関
す
る
問
題
が
出
て
く
る
が
、
適

切
か
。

　
　
　
　

国
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
示
さ
れ
て
い
る
。
個
人
で
情

報
を
消
去
し
、
鍵
付
き
の
ボ
ッ
ク

ス
で
回
収
す
る
こ
と
に
よ
り
守
ら

れ
る
と
思
う
。

　
　
　
　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
将

来
の
環
境
問
題
を
考
え
、
そ
の
足

元
か
ら
始
め
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　

処
分
量
の
削
減
、
有
害

物
質
の
適
切
な
処
理
な
ど
、
環
境

管
理
の
改
善
効
果
に
期
待
し
て
い
る
。

環
境
福
祉
部
理
事

議
　
員

理
　
事

議
　
員

町
　
長

この中に、未来の資源…
お宝が眠っています

町民に示した施政方針、
実現に向け期待されるところです

一 般 質 問

A

Q
　金

かね

子
こ

  　恵
めぐみ

　
議員

マニフェスト検証大会で成果示せ
現段階で決めることではない
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若
い
世
代
の
町
外
流
出

に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態

で
あ
る
。
こ
の
貴
重
な
世
代
を
町

に
残
す
施
策
（
雇
用
対
策
・
企
業

誘
致
・
婚
活
推
進
・
少
子
化
対

策
）
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
若
年
層
の
町
外
流
出
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

雇
用
拡
大
を
図
る
事
業

者
向
け
、
人
材
育
成
を
図
る
求
職

者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
就

職
促
進
を
図
る
合
同
企
業
面
談
会

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
雇
用
創

議
　
員

町
　
長

出
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
企
業

や
研
究
機
関
、
商
業
施
設
な
ど
の

誘
致
に
つ
い
て
、
努
力
し
て
い
き

た
い
。

　

婚
活
推
進
に
つ
い
て
は
、
結
婚

相
談
事
業
を
、
町
が
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
す
る
形
で
、
来
年
度

か
ら
の
実
施
を
目
指
す
。

　

少
子
化
対
策
で
は
、
出
産
・
育

児
に
お
い
て
、
子
育
支
援
セ
ン
タ

ー
や
保
育
士
に
よ
る
相
談
、
母
子

保
健
推
進
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　

Ｐ
Ｍ
2.5
の
測
定
値
の
公

表
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。
基
準
値
を
超
え
た
場
合
の
連

絡
ル
ー
ト
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

長
崎
県
の
大
気
環
境
速

報
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
長
与
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と

で
町
民
に
測
定
値
の
周
知
を
図
っ

て
い
る
。
連
絡
体
制
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
お
よ
び
福
祉
課

の
連
絡
網
を
活
用
し
、
小
中
学
校

お
よ
び
幼
稚
園
、
保
育
所
へ
の
注

意
喚
起
と
防
災
行
政
無
線
に
よ
り

町
民
に
注
意
喚
起
を
行
う
。

　
　
　
　

児
童
生
徒
へ
の
対
策
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

で
き
る
だ
け
屋
外
で
の

活
動
を
控
え
る
。
速
や
か
に
室
内

に
移
動
し
て
待
機
や
屋
内
活
動
を

行
う
。
屋
内
で
も
、
換
気
や
窓
の

開
閉
を
必
要
最
小
限
と
す
る
。
児

童
生
徒
の
観
察
を
き
め
細
か
に
行

い
、
特
に
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器

系
に
疾
患
の
あ
る
児
童
生
徒
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
対
応
し
、
必
要

A
観
察
を
き
め
細
か
に

行
う

Q
Ｐ
Ｍ
2.5
の
児
童
生
徒

対
策
は
万
全
か

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

に
よ
り
保
護
者
と
す
ぐ
に
連
絡
を

取
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　

体
罰
に
つ
い
て
、
各
種

外
部
コ
ー
チ
に
つ
い
て
の
実
態

と
、
体
罰
防
止
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
対
策
が
と
ら
れ
た
か
。

　
　
　
　

小
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
で
は
教
育
長
が
、
中
学
校
の
部

活
動
で
は
部
活
動
後
援
会
会
長
が

外
部
コ
ー
チ
と
し
て
委
嘱
し
て
い

る
。
わ
ず
か
な
指
導
手
当
で
、
活

動
を
依
頼
し
て
い
る
。
基
本
的
に

子
ど
も
が
大
好
き
、
そ
の
種
目
が

大
好
き
と
い
う
人
ば
か
り
で
、
児

童
生
徒
の
健
全
育
成
面
で
も
貢
献

は
大
で
あ
る
。
今
回
、「
体
罰
」

が
大
き
な
問
題
と
な
り
、
全
国
的

に
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
を

機
会
に
部
活
動
に
お
い
て
も
、
国

の
「
運
動
部
活
動
で
の
指
導
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
体
罰
を

一
掃
し
た
い
と
考
え
る
。

A
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
に
多
大
な
貢
献

Q
外
部
コ
ー
チ
の
実
態

と
体
罰
対
策

議
　
員

教
育
長

活気あるまちに

一 般 質 問

A

Q
分
わけ

部
べ

  和
かず

弘
ひろ

議員

若者の町外流出対策を示せ
雇用創出を図る
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２５
年
度
の
施
政
方
針
で

示
し
た
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
調

査
結
果
と
今
後
の
検
討
事
項
は
何

か
。

　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

は
６９
・
６
％
。
携
帯
電
話
、
ス
マ

ー
ト
ホ
ン
所
有
は
９０
・
１
％
。
た

だ
し
６５
歳
以
上
で
は
１９
・
５
％
が

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
い
ず

れ
も
所
有
し
て
い
な
い
な
ど
の
調

査
結
果
が
出
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
緊
急
性
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
重

要
度
な
ど
を
考
慮
し
、
情
報
イ
ン

フ
ラ
の
具
体
的
手
法
を
固
め
て
い

く
。

　
　
　
　
「
知
り
た
い
情
報
を
即

時
に
情
報
発
信
で
き
る
環
境
の
充

実
」
の
具
体
的
な
中
身
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
の
広
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
加
え
、
ラ
イ
ン
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取

得
し
開
始
し
た
。
旬
の
情
報
が
即

時
発
信
で
き
る
よ
う
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　

基
幹
系
電
算
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
す
す
め
て
い
る
が
、
メ

リ
ッ
ト
と
課
題
は
何
か
。

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

　
　
　
　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
標
準

パ
ッ
ケ
ー
ジ
利
用
に
よ
る
コ
ス
ト

削
減
が
大
き
い
。
過
去
５
年
の
経

費
と
の
比
較
で
は
、
３
７
０
０
万

円
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

操
作
性
の
向
上
、
デ
ー
タ
抽
出

が
容
易
、
堅
牢
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
利
用
に
よ
る
災
害
時
の
事
業
継

続
性
な
ど
が
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
新
シ
ス
テ
ム

の
操
作
を
職
員
全
体
で
習
得
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

町
　
長

　
　
　
　

橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化

修
繕
計
画
は
、
１５
㍍
未
満
の
計
画

も
ま
と
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
今
後

の
費
用
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。
財

政
負
担
へ
の
対
応
と
修
繕
計
画
の

考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

道
路
橋
長
寿
命
化
に
よ

る
安
全
性
の
確
保
補
助
金
事
業
に

よ
り
補
修
を
お
こ
な
い
、
修
繕
計

画
に
基
づ
き
調
査
設
計
を
行
っ
て

い
く
。

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

２４
年
１１
月
三
根
郷
の
県

道
で
、
当
時
小
学
２
年
生
の
児
童

が
交
通
事
故
に
遭
い
、
一
歩
間
違

え
ば
重
大
事
故
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
こ
の
区
間
は
県
に
よ
る

拡
幅
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が

工
事
を
待
た
ず
横
断
歩
道
や
信
号

機
の
設
置
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

以
前
、
時
津
警
察
署
へ

横
断
歩
道
設
置
の
要
望
を
行
っ
て

い
た
が
、
２５
年
１
月
に
改
め
て
要

望
を
行
っ
た
。
緊
急
措
置
と
し
て

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
し
た
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
通
学

路
の
安
全
対
策
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　

通
学
路
の
安
全
対
策
予

定
箇
所
が
公
表
さ
れ
小
学
校
区
ご

と
に
５２
カ
所
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
対
策
を
実
施
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

国
庫
補
助
の
通
学
路
整

備
と
し
て
、
１７
路
線
を
２５
年
度
要

望
し
て
い
る
。

A
関
係
機
関
と
連
携
し

努
力
す
る

Q
通
学
路
の
危
険
箇
所

は
急
い
で
対
処
を

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

情報をすばやく伝えるツイッター

一 般 質 問

A

Q
　堤
つつみ

　  理
さと

志
し

　
議員

情報インフラなどの具体化は
計画的に実施する
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交
通
指
導
員
が
活
動
中

に
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
町
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　

長
与
町
交
通
安
全
の
保

持
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
交
通

指
導
員
は
、
現
在
28
人
で
、
町
が

委
嘱
し
、
町
内
の
交
通
安
全
指
導

に
協
力
を
得
て
い
る
。

　

交
通
指
導
員
は
、
非
常
勤
の
特

別
職
の
職
員
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
町
が
加
入
し
て
い
る
非
常

勤
職
員
公
務
災
害
補
償
の
適
用
を

受
け
る
。

　

交
通
指
導
員
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
町
が
主
催
・

共
催
す
る
行
事
（
活
動
）
や
社
会

奉
仕
活
動
に
参
加
中
の
事
故
に
よ

っ
て
入
通
院
を
伴
う
傷
害
を
被
っ

た
場
合
は
、
全
国
町
村
会
総
合
賠

償
補
償
保
険
の
適
用
を
受
け
る
。

　

朝
夕
の
登
下
校
時
に
見
守
り
活

動
を
す
る
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
中
の

事
故
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
保
険

が
適
用
さ
れ
る
。

議
　
員

町
　
長

　
　
　
　

長
与
北
小
学
校
前
の
橋

の
建
設
計
画
の
推
移
を
示
せ
。

　
　
　
　

都
市
再
生
整
備
計
画
整

備
方
針
に
基
づ
き
、
現
在
各
種
の

整
備
事
業
を
推
進
中
。
こ
の
事
業

で
は
、
長
与
北
小
学
校
前
の
人
道

橋
の
計
画
を
含
め
、
多
岐
に
渡
り

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応
え
て
い
く

考
え
だ
。

　

人
道
橋
の
事
業
化
と
な
れ
ば
、

橋
だ
け
の
建
設
費
用
に
と
ど
ま
ら

ず
、
家
屋
の
移
転
交
渉
、
用
地
買

A
一
定
の
め
ど
を
見
計

ら
い
対
処
す
る

Q
橋
の
建
設
計
画
を
示

せ

議
　
員

町
　
長

収
や
補
償
な
ど
関
係
地
権
者
の
理

解
・
協
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。
莫

大
な
事
業
費
が
掛
か
る
と
と
も

に
、
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。
補

助
金
な
し
で
の
事
業
は
非
常
に
難

し
い
。
昨
今
で
は
、
補
助
要
望
額

に
対
し
、
必
要
額
の
補
助
金
が
付

か
な
い
の
が
情
勢
だ
。
限
ら
れ
た

財
源
や
費
用
対
効
果
を
見
据
え
、

慎
重
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

一
定
の
め
ど
を
見
計
ら
い
つ
つ

対
処
し
た
い
。

　
　
　
　

三
面
張
り
の
河
川
工
事

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
示
せ
。

　
　
　
　

現
在
の
河
川
断
面
は
、

経
済
性
を
重
視
し
た
三
面
張
り
工

法
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
昭
和

50
年
代
か
ら
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
河
川
の
防
災
維
持
に
努
め

て
き
た
。

　

国
の
基
準
で
は
、
三
面
張
り
は

原
則
使
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
現
場
の
状
況
に
よ
り
使

用
す
る
場
合
は
、
河か
し
ょ
う床
勾こ
う
ば
い配
が
30

分
の
１
以
上
の
急
河
川
、
河
床
幅

A
原
則
使
用
し
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る

Q
三
面
張
り
工
法
の
考

え
方
を
示
せ

議
　
員

町
　
長

３
㍍
未
満
の
小
河
川
で
は
、
多
く

採
用
さ
れ
て
い
る
。
長
与
町
に

は
、
河
川
の
規
模
か
ら
、
三
面
張

り
に
該
当
す
る
河
川
が
多
く
、
特

に
昭
和
57
年
の
長
崎
大
水
害
以
降

の
災
害
復
旧
工
事
で
は
、
こ
の
工

法
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

三
面
張
り
に
よ
っ
て
生
物
・
植

物
が
住
み
に
く
い
環
境
で
は
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
河
川
の
改

修
で
は
、
地
域
性
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
施
工
し
た
い
。

両岸と川底をコンクリートで固める三面張り工法

対岸の浜崎地区から望む北小学校

一 般 質 問

A

Q
　森

もり

　  謙
けん

二
じ

　
議員

交通指導員の事故対応は万全か
非常勤職員公務災害補償を適用
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私
は
こ
の
27
年
間
、
一

貫
し
て
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

お
よ
び
町
の
将
来
に
つ
い
て
質
問

し
て
き
た
。
今
回
就
任
後
初
め
て

の
施
政
方
針
が
提
出
さ
れ
た
が
、

町
長
の
意
と
す
る
構
想
も
事
業
も

文
面
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
議
会

に
対
す
る
答
弁
も
そ
の
場
し
の
ぎ

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
考
え
で
町

長
の
道
を
選
択
し
た
の
か
。

　
　
　
　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構

想
・
情
報
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
に

よ
り
、
少
子
高
齢
化
に
ど
う
、
図

っ
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
目

的
に
町
長
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

幸
福
度
日
本
一
の
定
義

は
何
か
。

　
　
　
　

行
政
レ
ベ
ル
で
考
え
る

と
「
少
子
高
齢
化
」
に
対
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
一
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。
各
所
管
で
対
応
し
、
住
民
に

提
示
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　

25
年
度
施
政
方
針
の
主

要
施
策
は
何
か
。

　
　
　
　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構

想
・
少
子
高
齢
化
で
あ
る
。

　
　
　
　

公
約
で
あ
る
ロ
ー
カ
ル

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
現
実
性
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

情
報
イ
ン
フ
ラ
は
住
民

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

議
　
員

町
　
長

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
3
月
に

「
長
与
町
情
報
化
計
画
（
案
）」

と
し
て
ま
と
め
、
具
体
的
実
行
に

向
け
調
査
、検
討
を
行
っ
て
い
る
。

商
店
街
に
つ
い
て
は
、
抜
本
的
活

性
化
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
新
た
な
地
域
公
共
交
通
導

入
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

課
題
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
取

り
ま
と
め
た
。

　
　
　
　

ご
み
の
拠
点
回
収
に

「
改
善
」
と
あ
る
が
、
具
体
策
は

何
か
。

　
　
　
　

自
治
会
の
要
望
な
ど
を

聞
き
、拠
点
回
収
場
所
を
増
や
す
。

　
　
　
　

ご
み
焼
却
施
設
建
設
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

２４
年
8
月
か
ら
道
路
築

造
工
事
、
焼
却
施
設
建
設
用
地
造

成
工
事
に
着
手
し
た
。
本
体
工
事

は
組
合
議
会
臨
時
会
で
契
約
締
結

議
案
が
議
決
さ
れ
た
。
11
月
ご
ろ

着
工
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　

ご
み
焼
却
施
設
入
札
に

つ
い
て
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

よ
う
に
、
選
考
過
程
に
お
い
て
の

遅
延
混
乱
が
、
一
部
組
合
議
会
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

議
　
員

町
　
長

入
札
遅
延
混
乱

議
　
員

町
　
長

議
　
員

一
番
大
き
な
疑
惑
は
開
札
予
定
日

に
、
開
札
を
し
な
い
で
一
入
札
者

の
提
案
に
対
し
、
再
調
査
を
指
示

し
た
こ
と
で
あ
る
。
入
札
者
選
定

時
に
や
る
べ
き
行
為
で
は
な
い
の

か
。

　
　
　
　

正
副
管
理
者
・
選
考
委

員
会
と
も
に
「
20
～
30
年
稼
働
」

の
た
め
に
再
調
査
は
必
要
で
あ
る

と
思
っ
た
。

　
　
　
　

開
札
延
期
に
関
し
、
副

町
　
長

議
　
員

管
理
者
で
あ
る
町
長
に
連
絡
が
あ

っ
た
の
は
、
業
者
に
連
絡
し
て
か

ら
4
日
後
で
あ
っ
た
。
負
担
金
も

本
町
が
多
く
出
し
て
い
る
。
本
町

の
代
表
と
し
て
ク
レ
ー
ム
を
出
す

く
ら
い
の
強
い
姿
勢
を
見
せ
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

４
日
後
、
連
絡
を
受
け

合
意
し
、
翌
日
決
定
し
た
が
、
必

要
な
こ
と
と
思
っ
た
。

町
　
長

27年完成予定の熱回収施設

一 般 質 問

A

Q
　竹

たけ

中
なか

  　悟
さとる

　
議員

施政方針に町長の構想が見えない
コンパクトシティ構想を推進する
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少人数学級の推進と義務教育費国庫負担制度 
２分の１の復元を求める意見書

　義務教育は憲法の「教育の機会均等」と「義務教育無償の原則」に基づい
て、子どもたち一人ひとりに国民として必要な基礎的資質を培い、日本の未
来を担う子どもたちを心豊かに育てる使命を負っています。豊かな教育の保
障は国の社会基盤形成の根幹であり、義務教育の全国水準の維持向上や機会
均等の確保は国の責務でもあります。
　日本は、OECD諸国に比べて、1学級当たりの児童生徒数や教員１人当た
りの児童生徒数が多くなっています。一人ひとりの子どもに丁寧な対応を行
うためには、１クラスの学級規模を引き下げる必要があります。文部科学省
が実施した「今後の学級編制及び教職員定数に関する国民からの意見募集」
では、約６割が「小中高校の望ましい学級規模」として、26人～30人を挙げ
ています。このように、保護者も30人以下学級を望んでいることは明らかです。
　社会状況等の変化により学校は、一人ひとりの子どもに対するきめ細かな
対応が必要となっています。また、新しい学習指導要領が本格的に始まり、
授業時数や指導内容が増加しています。日本語指導などを必要とする子ども
たちや障害のある子どもたちへの対応等も課題となっています。いじめ、不
登校等生徒指導の課題も深刻化しています。こうしたことの解決にむけて、
計画的な定数改善が必要です。
　子どもたちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を受け
られることが憲法上の要請です。しかし、教育予算について、GDPに占める
教育費の割合は、OECD加盟国（データのある31カ国）の中で日本は最下位
となっています。また、三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の負
担割合は２分の１から３分の１に引き下げられ、自治体財政を圧迫するとと
もに、非正規雇用者の増大などにみられるように教育条件格差も生じていま
す。
　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子どもたちへの教育は極めて重
要です。子どもや若者の学びを切れめなく支援し、人材育成・創出から雇用・
就業の拡大につなげる必要があります。
　よって、国におかれては、教育の機会均等と水準維持向上をはかるため、
少人数学級の推進と義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元
することを含め、その趣旨を生かした教育予算の充実を図られるよう強く要
望します。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成25年 6 月14日
長崎県長与町議会

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
と

　
　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
の
復
元
に
係
る
請
願
書

請
願
人
　
　
長
崎
県
教
職
員
組
合
長
西
総
支
部
　
総
支
部
長�

本
多
　
　
稔

紹
介
議
員�

安
部
　
　
都

（
委
員
長
報
告
）

　

義
務
教
育
の
全
国
水
準
の
維
持
や
地
方
の
格
差

が
な
く
、
機
会
均
等
の
確
保
は
国
の
責
務
で
あ
り
、

国
庫
負
担
を
従
前
の
２
分
の
１
に
戻
し
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
か
ら
少
人
数
学
級

の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
長
崎
県
の
少
人
数

学
級
の
取
り
組
み
の
成
果
と
国
庫
負
担
の
復
元
が

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

少
人
数
学
級
の
先
進
地
で
は
、
い
じ
め
問
題
等

に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
望
ま
し
い
１
学
級
の
児

童
数
と
し
て
25
人
を
求
め
た
い
が
、
現
状
の
課
題

か
ら
す
る
と
26
～
30
人
が
望
ま
し
い
。
国
の
動
向

と
し
て
、
文
部
科
学
省
で
は
意
見
に
対
し
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
財
務
省
と
の
関
係
で

実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

（
質
疑
応
答
）

問　
学
級
の
児
童
数
が
減
っ
て
効
果
は
あ
る
の
か
。

答　

�

少
人
数
学
級
に
な
っ
た
地
域
で
は
、
40
人
学

級
か
ら
35
人
学
級
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
欠
席
率
は
４・
１
％
か
ら
２・
９
％
に
減
少

し
、
不
登
校
も
０
・
36
％
か
ら
０
・
24
％
に

減
少
し
て
い
る
。

採択
全会一致
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25年6月定例会の議案及び賛否

議　　　　　　　　　　案
審
議
結
果

饗
庭
敦
子

安
部　

都

内
村
博
法

分
部
和
弘

安
藤
克
彦

金
子　

恵

川
井
哲
雄

森　

謙
二

西
岡
克
之

岩
永
政
則

喜
々
津
英
世

佐
藤　

昇

山
口
憲
一
郎

堤　

理
志

西
田　

敏

河
野
龍
二

吉
岡
清
彦

竹
中　

悟
長与町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町道池堂西時津線道路築造工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
土地の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町道路線の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成２５年度長与町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町長、副町長及び教育長の給与の臨時特例に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ○ ○
長与町職員の給与の臨時特例に関する条例 可決 ▼ ▼ ▼ ▼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ○ ▼ ▼ ▼ ○ ○
少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国
庫負担制度２分の１の復元に係る請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

少人数学級の推進と義務教育費国庫負担制度２分
の１の復元を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〔○賛成　▼反対　−欠席〕

一丸となって議会改革へ
　議会は議会改革等調査特別委員会を設置して、議員政治倫理条例を制定し、議会基本条例の策定に
取り組むなど、議会改革にまい進しています。
　現在、策定作業中の長与町議会基本条例の概要と、めざす議会像についてお知らせします。
　これからも議会改革に関する情報をお知らせ致します。

長与町議会基本条例の概要・めざす議会像

町民とともに歩む議会

①�すべての会議の原則公開及び
あらゆる広報手段を使っての
議会情報の公開
②�議会報告会及び町民等との住
民懇談会の開催
③�参考人及び公聴会制度の活用
④�議長・副議長の選出における
所信表明の機会付与
⑤�議員政治倫理条例の制定

　公平性・透明性・信頼性の確
保をめざし、積極的な議会情報
の公開、議会報告会及び住民懇
談会の開催など、町民側と議会
が双方向の関係を強固にするこ
とで、町政及び議会は町民のも
のであることを明確にすること
が、町政発展と町民福祉の向上
に寄与することになる。

議員が議論を深める議会

①�議員による事前の論点整理活
動の実践
②�事前の論点整理に基づいた議
員間の自由討議の実践
③�自由討議の結果を踏まえた執
行機関との政策論議の実践
④�町政の課題に対する政策討論
会の開催及び議員研修の充実
強化

　二元代表制の一翼を担う議会
の強化を図るためには、議員の
意識改革も求められる。
　各議員の議案に対する事前の
論点整理、これに基づく議員間
の自由討議による議案審議が重
要で、合意に至らなくても議案
の問題点等を明確にし、改善す
る効果もある。また、議員とし
ての議決責任と説明責任を果た
すことにもなる。

執行機関と切磋琢磨する議会

①�議案審議等における説明資料
の作成を求めることによる論
点及び争点の明確化
②�委員会審査における自由討議
の導入により、議員個人及び
委員会としての論点整理の実
現
③�委員会審査の充実で、議決機
関及び監視機関としての機能
発揮
④�執行機関側への一定の反問権
付与で、建設的な政策論議の
実現

　議会の機能強化のために、議
案などに係る説明資料の作成を
求めるとともに、反問権及び議
員間の自由討議の採用で、執行
機関との緊張関係を保持し、存
在感を発揮することにより、議
会としての議決責任と説明責任
を果たすことになる。
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町民と議会の直接対話

　町民等の要請に基づき「まちづくりに関すること」「長
与町政に関すること」「長与町議会に関すること」の意
見交換の場として住民懇談会を実施できるよう要領を
制定しました。

議議会会住住民民懇懇談談会会実実施施要要領領をを制制定定

■詳細は長与町議会事務局へお問い合わせください。
　　　　　　　　　TEL 883-1111　FAX 887-2144

議長交際費 平成25年4月1日から6月21日までの
総額と件数

寸志・慶祝など………… 110,000円（20件）

弔慰……………………… 28,350円（ 2件）
（生花スタンド・香典など）

支出合計　　138,350円（22件）

次の定例会は9月上旬の予定です 傍聴をお待ちしています傍聴をお待ちしています

傍聴席から

皆様の感想は、抜粋・要約させていただきました。たくさんのご意見ありがとうございました。

6月議会の傍聴者は　　
　　延べ 75人 でした

“協働のまちづくり” については町でも充分
努力してくれている様に感じました。もち
ろん、もっともっと長与町の住民や行政が
つながり、仲良く町を盛り上げていく事が
大切とは思います。しかし、みなさん色々
な考え方、事情を抱えて生活している中、
みんな協力というのはむずかしいと思いま
す。それよりも、できる人ができるだけ気
軽に協力という態度が良いのでは!？自治
会についても、仕事をしていて色々な事
に参加できず申し訳ない。入ったものの、
話もせず全く楽しくなかったという声もあり
ます。メリットがないとなかなか加入率を
伸ばすのはむずかしいと思う。

（30代・女性）

初めて傍聴しましたが、町民の声、
予算、皆さんの意見等、色々な
事を考え、1つのプロジェクトが
動くのだなと実感しました。大変
な事だと思います。どなたかの議
員さんが言われていた、「町民が
安心してこの町に住んで幸せと思
える町づくり」は本当にそうだと
思います。他県から越して来た者
としては、長与町は田舎と街がバ
ランス良くあり、とても住みやす
い所です。良い所は残し発展も
する、そういう話し合いがもっと
されたら良いと思います。

（30代・女性）

初めて傍聴しました。い
ろんな意見がでていた。
小さい子どもからお年寄
りの件など、いろいろと
町内の問題がわかりま
した。子ども達の給食ア
レルギー等もよくわかり
ました。学童に関しては、
早めの解決を望みます。

（40代・女性）
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